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　平素は全国管工事業協平

素は全国管工事業協同組合

連合会青年部協議会の活動

に対し、ご支援ご協力を賜

り改めて御礼申し上げます。

昨年の 8 月に開催した通

常総会は新型コロナウィル

ス感染症拡大防止に伴い、

理事と議決権者のみの縮小

開催となりました。

今回は初めての試みとなるYouTubeliveを併用し、開

催状況を公開しました。

皆様の事業所におかれましても、職場における感染予

防、健康管理の強化に向けて事業者労働者が一体となり、

それぞれの事業や現場の特性を踏まえつつ、ご対応され

たものと思います。

さて、今年の展望については新型コロナウィルス感染

症がどう収束するかが最大のポイントとなります。

去年末にかけ感染者が激減しましたが変異株による感

染者の数も増減を繰り返し、増加したときには経済活動

も何等かの制限が課され、私たちは感染に対する漠然と

　各地の様々な担い手育成の活動を体験すると、これからの水道業界も楽しみであると感じました。
　現在は担い手不足であるかもしれませんが、地道な活動が、将来 10年 20年先の担い手の育成に繋がり、よりよい
業界へ繋がる兆しを感じております。         総務部会長　安宅　弘明 （高知）記後

集編

キッズジョブまつやま2021（主催：松山市小中学校
PTA連合会）にて毎年参加されている松山市管工事業
協同組合青年部様の活動を見学参加して来ました。
木村部会長（愛媛）とは、今年のエコ倶楽部のアンケー

トのお願いに今治市にある愛媛県立愛媛中央産業技術専
門校に同行した時にお会いし、交流が始まりました。四
国としても、近年コロナ渦により、四国サミットもなかな
か開催出来ていない状況もあり、隣県の活動へ機会があ
れば参加したいと思っていたところ開催をお聞きし参加さ
せて頂くこととなりました。
このキッズジョブまつやまは、松山市内のPTAの方々
のご尽力により様々な業界がブースを出展し、各業界の
仕事を松山市内の小学校 4年～中学 3年生へ向けて分
かりやすく体験してもらう取り組みです。事前に参加生徒

の募集を募り、1日最大 6回の授業に分かれて、多くて
20名以下くらいの人数割りを行い、施設内を生徒さんが
回ります。
松山市管工事業協同組合青年部様のブースは、大きく
4ブロックに分けて設営されておりました。まず、水道屋
さんのお仕事の紹介とクボタさんよりお借りしたという耐
震管の模型の説明、全管連青年部で一昨年作成した動
画の視聴、VP75の漏水を止める実演、そして、水道配
管資材を使用した水鉄砲の製作という授業構成で45分
の授業を行いました。
まずは、木村部会長から授業を行い、3時限目　4時
限目と副部会長や組合員の方も加わり、授業を進めて行
きました。そして、最後の6時限目の耐震管模型の説明
から自分も参加させて頂き、水鉄砲の作り方を生徒さん

へ配管組立時の注意点を交えな
がら説明し、一緒に取り組み完
成させて終了となりました。
木村部会長の小学生に対し

て、自分たち水道屋さんの仕事
を分かりやすい説明は、大変勉
強になりました。子供の目線で
説明することで、身近にある分
かることから、掘り下げていく当
たり前のようでなかなか難しいこ
とだと感じました。今後も機会
があれば、隣県の活動に参加し
て交流や研鑽に努めて行きたい
と思いました。
総務部会長　安宅 弘明 （高知）

「キッズジョブまつやま2021開催」

～松山市管工事業協同組合青年部～

「2022年　年頭のご挨拶」

した不安を抱えながら生活するという状況、ウィルスとの

共存が続くことになると思われます。

感染防止策を徹底しながら活動を着実に回復させてい

くことが重要です。

2 月の理事会では愛媛県松山市において会員交流事業

を開催する予定です。

約 2 年越しの会員交流事業ですが、中身のある有意

義な時間を共有出来ることを期待します。

また業界を盛り上げるべく本年は新規会員促進にも尽

力いたします。

普通の日々が当たり前ではない今、『一寸の光陰 ( いっ

すんのこういん )』１日１日を大切に青年部らしく邁進して

まいります。

最後になりますが、全国の会員の皆様の大いなるご活

躍をお祈り申し上げるとともに、親組合ならびに関係各

位にはこれまで以上のご支援、ご協力を切にお願い申し

上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

全国管工事業協同組合連合会青年部協議会

会長　太田　勝晶

太田会長
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10 月 23日（土）、全管連青年部第 130 回理事会が
開催され、ZOOM 参加も併用し、全国から理事、監事
の 30 名の出席がありました。新型コロナウィルス感染症
の影響で、WEB 上での参加者もまだまだ多い状況です
が、WEB 会議も段 と々慣れてきておりスムーズに進行で
きました。
理事会は安宅総務部会長（高知）の司会で始まり、
最初に太田会長（川崎）のご挨拶がありました。続いて
議長に髙橋副会長（岩手）が選任され、議事録作成人
に事務局依田主任、議事録署名人に大橋理事（福島）
がそれぞれ選任されました。
その後議事に移り、議長 髙橋副会長の進行で、総務
部と事業部の事業報告並びに事業計画の審議、協議を
行いました。
最初の議題として次年度第 26 回通常総会について、
開催地である宇都宮市の廣田事業副会長（宇都宮）より、
現段階の進捗状況の説明がありました。また開催日につ
いて審議を行い、令和4年 8月6日（土）に決定しました。
先が見えない状況の中で宇都宮市の青年部の皆さまには
準備を行って頂き、心より感謝申し上げます。宇都宮総
会で皆様とお会いするのがとても楽しみです。

続いて、総務部と事業部の新年度の事業計画について
それぞれ確認し慎重に審議が行われました。総務部から
は令和 3 年度エコ倶楽部環境問題報告書の募集につい
て、橋本総業みらい市への参加についてなどの進捗状況
の報告がありました。事業部からは、小野部会長（大分）
より、会員交流事業について、令和 4 年 2 月 5 日に開
催する理事会に併せて実施したい。大分総会のように縮
小開催であっても出来るだけ集合した形式で実施する旨
の説明がありました。開催地は、候補地でもありました
愛媛県で開催することで決定しました。そして親会委託
事業としては、フェイスブック等の活用について、また広
報資料の管工事業界、全管連の説明を組み合わせたリー
フレット作成の進捗状況の報告など行いました。
全ての議事が無事終了し、石山監事（横浜）、神谷監
事（東京）による監事講評が行われ理事会は無事終了し
ました。
ここでサプライズがあり、太田会長より田母神事業副
部会長（東京）にスカーフが贈呈されました。8 月の大
分総会では、神谷監事に渡されましたが、Zoom 参加で
あった田母神事業副部会長には晴れて本日、贈呈する事
が出来ました。

新型コロナの感染者も徐々に減りつつあり、集合によ
るイベントも緩和されていく状況ではありますが、引続き
感染症対策を取りながら少しずつですが人が集まる活動
を再開できる希望が見えてきました。最大限注意を払い
ながら今後も全国組織ならではの活動を続けていきたい
と思います。全国の皆様と再会することを心より楽しみに
しております。

総務副会長　林　誠（熊本）

「第130回理事会を開催」

～第26回通常総会　宇都宮で開催

令和4年8月6日（土）に決定～

集合写真

スカーフ贈呈


